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徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
案
内 

(

５
月
21
日) 

 
 「

令
和
５
年
度
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
最
近
な
に

か
と
世
情
が
騒
が
し
く
、
ベ
ク
ト
ル
が
混
沌
に
向
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
わ
が
ペ
ン
ク
ラ
ブ
も
創
立
か
ら
56
年
が
経
ち
、
世
の
移
り

変
わ
り
に
際
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
解
決
し
、
今
の
時
代
の
動
き
に
即

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
年
度
以
降
の
方
針
を
審
議
し

決
定
い
た
し
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
多
数
の
ご
参
加
そ
し
て
貴
重
な
ご
意

見
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。（
別
途
に
て
案
内
状
を
送
付
い
た
し
ま
す
） 

な
お
当
日
（
株
）
と
く
し
丸
取
締
役
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
、
住
友
達
也
氏
の
講

演
と
ラ
ン
チ
会
食
を
行
い
ま
す
の
で
、
久
し
ぶ
り
の
楽
し
い
時
間
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

記 

 

１
、
日
時 

令
和
５
年
５
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
開
会 

 

２
、
会
場 

ホ
テ
ル 

ザ
・
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス 

 
 
 
 
 
 

徳
島
市
寺
島
本
町
西
１
丁
目
60
～
１ 

 
 
 
 
 
 
TEL 

088

（626

）1111 

 
 
 

会
費 

 
 

３
、
０
０
０
円 

第
24
回
「
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」
応
募
者
募
集 

 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
・
徳
島
新
聞
社
共
催
の
第
24
回
「
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」

の
作
品
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
お
知
合
い
の
方
々
に
も
応
募
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。 

応
募
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。 

一
、
応
募
資
格 

徳
島
県
内
在
住
者
あ
る
い
は
徳
島
県
出
身
者 

一
、
随
筆 

主
張
等
の
散
文
形
式 

一
、
内
容 

自
由 

一
、
未
発
表
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
こ
と 

一
、
書
式 

１
、
文
字
数
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以
上
５
枚
ま
で
で
、
必

ず
ペ
ー
ジ
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

２
、
作
品
名
と
氏
名
は
、
原
稿
用
紙
枠
外
に
記
載
し
、
１
行
目
か
ら 

本
文
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

３
、
別
紙
に
作
品
名
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
年
齢
・
郵
便
番
号

と
住
所
（
中
高
生
や
大
学
生
の
場
合
は
、
学
校
名
と
学
年
も
併
せ
）

を
記
入
し
て
、
原
稿
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

（
こ
の
個
人
情
報
は
、
本
募
集
に
関
す
る
以
外
に
は
、
決
し
て
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
） 

 
 

４
、
作
品
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。 

 
 

５
、
作
品
は
郵
送
に
限
り
ま
す
。
発
送
後
の
原
稿
返
却
及
び
原
稿
の
訂

正
は
、
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。 

一
、
作
品
の
送
り
先 

 
 
 

〒
７
７
０―

０
８
７
３ 

徳
島
市
東
沖
洲
２
丁
目
１
～
13 

 
 
 
 

徳
島
県
教
育
印
刷
（
株
）
内 

 
 
 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
「
第
24
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」
係 

一
、
応
募
締
切 

２
０
２
３
年
６
月
３０
日
（
当
日
消
印
有
効
） 

一
、
入
賞
発
表 

８
月
下
旬
。
徳
島
新
聞
紙
上 

 
 
 
 
 
 
 

受
賞
者
に
は
、
直
接
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

一
、
賞 

 

 
 
 

▽
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
（
１
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

賞
状
・
賞
金
３
万
円
・
徳
島
新
聞
掲
載 

 

 
 
 

▽
徳
島
新
聞
社
賞
（
１
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

賞
状
・
賞
金
３
万
円
・
徳
島
新
聞
掲
載 

 
 
 

▽
優
秀
賞
（
３
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

賞
状
・
賞
金
１
万
円 

 
 
 

▽
奨
励
賞
（
若
干
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

賞
状
・
賞
金
５
千
円 

一
、
表
彰
式 

９
月
上
旬
（
状
況
に
よ
り
変
更
）
会
場 

県
立
文
学
書
道
館 

一
、
審
査
員 

 
 

▽
依
岡
隆
児 

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授 

 
 

▽
柏
木
康
浩 

徳
島
新
聞
生
活
文
化
部
記
者 

 
 

▽
丁
山
俊
彦 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長 

 
 

▽
竹
内
菊
世 

同
人
誌
「
飛
行
船
」
代
表 

 
 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
） 

                                    【
掲
載
ペ
ー
ジ
案
内
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｐ
１ 

総
会
案
内
・
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
募
集 

 
 

Ｐ
３ 

ひ
と
り
ご
と 

Ｐ
２ 

ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
作
品
募
集
・
各
種
受
賞
者 

Ｐ
４ 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
・
会
員 

 

       

・
新
会
員
・
協
賛
金
・
阿
波
の
歴
史
小
説 

 
 
 
 

募
集
・
ほ
ん
の
散
歩
道 

 

 
 
 
 

（
43
）
読
書
感
想
文
募
集
・
お
知
ら
せ 
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（
前
ペ
ー
ジ
に
続
く
） 

一
、
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
先 

 
 
 
 
 
 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
「
と
く
し
ま
随
筆
大
賞
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

実
行
委
員
会
委
員
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

上
窪
青
樹 

 

Tel. 
090

ー7142―
2852 

❖
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
41
作
品
募
集 

ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
41
の
作
品
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
本
号
に
特
集
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
多
く
の
一
般
原
稿
を
発
表
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
奮
っ
て
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。 

❖ 

一
般
原
稿 

 
 
 

散
文
作
品 

随
筆
・
評
論
・
短
編
小
説
な
ど 

 
 
 

韻
文
作
品 

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
・
連
句
・
現
代
詩
・
漢
詩
な
ど 

❖
テ
ー
マ
と
作
品
応
募
に
つ
い
て 

 
 

テ
ー
マ 

自
由 

 

 
 
 

応
募
は
、
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
基
本
と
し
、
原
稿
に
は
必
ず
ペ
ー
ジ
数
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。
手
書
き
原
稿
の
場
合
は
、
必
ず
２
通
の
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
、
そ
の
一
通
と
本
稿
と
を
お
送

り
く
だ
さ
い
。  

 
 

原
稿
を
受
け
付
け
次
第
、
そ
の
旨
電
話
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
電
話
番
号
も
ご
明
記
く
だ
さ
い
。 

（
注
）
ご
投
函
後
、
２
～
３
日
経
っ
て
も
連
絡
が
な
い
場
合
、
お
手
数
で
す
が
、
確
認
の
た
め
編
集

担
当
者
（
後
述
）
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。 
 

❖
作
品
の
掲
載
負
担
金
そ
の
他
に
つ
い
て 

１
、
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
を
基
本
と
し
て
負
担
金
８
、
０
０
０
円
、
追
加
１
ペ
ー
ジ
ご
と
に
、 

３
，
０
０
０
円
（
以
上
予
定
中
）
を
加
算
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

諸
事
高
騰
の
折
柄
、
ご
理
解
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

２
、
原
稿
受
領
後
、
会
計
か
ら
送
付
い
た
し
ま
す
請
求
書
に
よ
り
、
郵
便
振
替
ま
た
は
銀
行
振
込

等
で
御
納
入
く
だ
さ
い
。 

 
  

３
、
原
稿
締
切 

 

２
０
２
３
年
９
月
末
日
必
着 

 
  

４
、
原
稿
の
送
り
先
（
編
集
担
当
者
） 

 
 
       

〒771-4262 

徳
島
市
丈
六
町
長
尾
６
２‐

１
５ 

 
 
 
            

関 

眞
由
子 

宛 

                      
Mail   mayu0204@ma.pikara.ne.jp 

                      
Tel.

・Fax 
088

ー645

ー1840 

 
 

５
、
原
稿
を
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
る
と
、
後
の
編
集
が
助
か
り
ま
す
。
メ
ー
ル
を
普
段
か
ら 

御
利
用
の
方
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

❖
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

（
本
会
会
員
紹
介
） 

 
 
 

❖
第
１９
回
夢
道
忌
俳
句
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
   

最
優
秀
賞 

 

山
之
口 

卜
一 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

優
秀
賞 

   

上
窪 

 

則
子 

様 

❖
徳
島
歌
人
ク
ラ
ブ
秋
季
大
会 

 
 
 
 
 
 
      

優
秀
賞 

   

山
崎 

泰
子
様 

❖
第
２０
回 

と
く
し
ま
文
学
賞 

 

短
歌
部
門 

 

優
秀
賞 

 

本
田 

ま
も
る
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

俳
句
部
門 

 

優
秀
賞 

 

山
之
口 

卜
一
様 

祝 

受
賞 

 
 
 
 
 
 
 
    

優
秀
賞 

 

長
町 

淳
子
様 

 
 
 
 
         

連
句
部
門 

  

最
優
秀
賞 

早
見 

敏
子
様 

・
二
橋 

満
璃
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

優
秀
賞 

 

竹
内 

菊
世
様 

・
東
條 

士
郎
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

洛
中 

落
胡
様 

・
関 

真
由
子
様 

 
 
 
 
 

❖
第
11
回
泉
大
津
市
オ
リ
ア
ム
随
筆
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最
優
秀
賞 

渡
辺 

恵
子
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
新
会
員
紹
介 

昨
年
度
か
ら
新
し
く
ご
入
会
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
様
よ
ろ
し
く
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

伊
丹 

悦
子 

様 
 

現
代
詩
・
随
筆
（
丁
山
会
長
紹
介
） 

（
50
音
順
） 

 
 
 
 
 
 
 

鞆
谷 

日
出
夫
様 

 

随
筆
・
評
論 

（
鈴
木 

綾
子
様
紹
介
） 

 
 
 
 
 
 
 

横
手 

久
典 

様 
 

俳
句 

 
 
 

（
神
原 

常
経
様
紹
介
） 

❖
個
人
の
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
協
賛
金
の
ご
提
供 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
、
個
人
と
し
て
の
協
賛
金
を
お
寄
せ
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

御
提
供
の
方
々
の
御
芳
名
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
50
音
順
） 

新
開 

英
毅 

様 

竹
内 

菊
世 

様 

野
上 

恵
子 

様 

船
越 

淑
子 

様 
❖
阿
波
の
歴
史
小
説
（
43
）「
阿
波
の
川
も
の
が
た
り
」
読
書
感
想
文 

原
稿
募
集
中
！  

                   

主
催 

阿
波
の
歴
史
を
小
説
に
す
る
会
・
後
援 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ 

 

【
お
知
ら
せ
】
１
、
春
の
文
学
散
歩
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
に
引
き
続
き
取
り
止
め
ま
し
た
。 

２
、「
と
く
し
ま
各
駅
停
車
の
旅
」
パ
ネ
ル
巡
回
展
」
の
予
定
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

     

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

益々のご活躍、期待いたします 

mailto:mayu0204@ma.pikara.ne.jp
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間
も
な
く
八
十
路 

 

住
友
武
男
（
敬
治
） 

間
も
な
く
八
十
路
。
村
田
喜
代
子
氏
（
芥

川
賞
作
家
）
は
、「
老
い
る
こ
と
は
決
し
て
寂

し
い
事
で
は
な
い
。
今
を
大
切
に
生
き
る
こ

と
が
大
事…

…
」
と
い
う
。
老
い
と
い
う
新

世
界
へ
、
前
向
き
な
彼
女
。
作
家
の
天
性
な

の
だ
ろ
う
か
。…

た
し
か
に
①
老
年
は
情
熱

を
失
う
。
②
肉
体
は
衰
え
る
。
③
快
楽
も
遠

ざ
か
る
。
④
死
と
直
面
す
る
。…

 

こ
れ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
と
、
①
は

仕
事
を
与
え
れ
ば
、
生
き
生
き
と
精
魂
を
尽

く
す
。
②
で
は
経
験
の
知
識
、
判
断
力
、
直

観
力
は
冴
え
て
い
る
。
③
は
情
欲
か
ら
解
放

さ
れ
物
事
を
客
観
的
に
視
る
こ
と
が
で
き

る
。
④
の
死
に
直
面
す
る
老
境
こ
そ
充
実
期

だ
。
と
何
事
も
前
向
き
に
と
ら
え
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
だ
。 

八
十
三
歳
で
警
備
を
す
る
友
人
は
、
収
入

も
大
事
だ
が
、
そ
れ
よ
り
生
き
甲
斐
が…

…

」
と
い
う
。 

若
い
頃
二
百
枚
書
い
て
い
た
賀
状
も
今

六
十
枚
に
減
っ
た
。
目
も
耳
も
鈍
く
な
っ

た
。
日
課
の
散
歩
も
減
っ
た
。
だ
が
老
境
こ

そ
充
実
」
の
日
々
だ
と
、
「
阿
波
の
歴
史
小

説
」
の
同
人
と
し
て
、
郷
土
の
こ
と
を
も
っ

と
知
り
た
い
と
願
う
日
々
で
す
。 

「
ダ
ー
ビ
ー
」の
思
い
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

宮
内
史
郎 

 

私
は
趣
味
ら
し
い
も
の
が
な
く
、
強
い
て

言
え
ば
家
庭
菜
園
と
競
馬
で
あ
る
。
家
庭
菜

園
は
50
歳
を
過
ぎ
て
始
め
た
の
で
、
20
年

余
り
で
少
な
い
。
競
馬
は
学
生
時
代
か
ら
始

め
、
50
年
以
上
に
も
な
る
。
昭
和
43
年
に
東

京
の
私
大
に
入
学
し
、
当
時
は
70
年
安
保
改 

正
の
前
年
で
、
条
約
改
正
に
反
対
す
る
学 

き
な
が
ら
、
私
は
複
雑
な
思
い
に
駆
ら
れ

た
。 

 

私
の
作
品
は
終
始
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
、
起
承

転
結
の
「
転
」
が
な
く
、
私
が
い
つ
も
こ
だ

わ
っ
て
い
る
「
タ
イ
ト
ル
と
最
後
の
一
行
」

も
陳
腐
で
、
何
の
オ
チ
も
ひ
ね
り
も
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
の
に
、
結
果
は
こ
う
な
っ
た
。 

今
ま
で
「
こ
れ
は
絶
対
に
イ
ケ
る
！
」
と
、

自
分
が
酔
い
し
れ
る
よ
う
な
作
品
は
、
ほ
と

ん
ど
落
選
し
、
た
と
え
入
賞
で
き
て
も
下
位

だ
っ
た
。 

 

今
回
全
受
賞
者
の
作
品
を
読
ん
で
み
て

も
、
自
分
は
こ
こ
ま
で
の
文
章
は
と
て
も
書

け
な
い
と
思
っ
た
人
が
い
た
。 

 

私
が
こ
の
十
一
年
間
で
気
付
い
た
こ
と

が
あ
る
。
入
賞
す
る
の
は
本
人
の
努
力
次
第

で
可
能
か
も
知
れ
な
い
が
、「
一
番
」
だ
け
は

ま
っ
た
く
別
物
で
、
文
章
が
最
も
上
手
い
人

に
軍
配
が
上
が
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

審
査
員
の
好
み
、
そ
の
時
の
心
境
、
時
代

背
景
等
、
自
分
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
外
部
の
要
因
が
反
映
さ
れ
る
。 

 

今
回
の
受
賞
者
の
中
で
一
番
運
が
良
か

っ
た
の
が
私
だ
っ
た
の
だ
。 

 

い
く
ら
頑
張
っ
て
も
報
わ
れ
な
い
時
も

あ
る
し
、
風
に
乗
っ
て
流
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
ラ
ッ
キ
ー
ゾ
ー
ン
に
舞
い
込
ん
で
い
く

こ
と
も
あ
る
。 

 

こ
れ
は
ま
る
で
人
生
の 

縮
図
の
よ
う
だ
。 

 
 
 
 
 

（
以
上
投
稿
順
） 

☀
ひ
と
り
ご
と
欄
と
は
？ 

「
ひ
と
り
ご
と
」
欄
は
、
気 

楽
な
気
持
ち
で
「
ふ
っ
」
と 

漏
ら
す
一
言
を
、
そ
っ
と
耳 

打
ち
す
る
コ
ラ
ム
で
す
。 

よ
ろ
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生
、
労
働
者
な
ど
の
デ
モ
が
あ
り
、
渋
谷
・

新
宿
駅
前
な
ど
で
大
勢
の
人
が
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
被
り
、
徒
党
を
組
み
、
マ
イ
ク
で
叫
ん

で
い
た
。 

そ
ん
な
時
代
を
背
景
に
し
た
東
京
で
は
、

大
学
が
過
激
派
の
学
生
に
占
拠
さ
れ
、
大
学

側
が
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る
な
ど
騒
然
と
し

て
い
た
。
私
の
大
学
で
は
一
部
学
生
が
キ
ャ

ン
パ
ス
で
騒
い
で
い
た
が
、
比
較
的
静
か
で

あ
っ
た
。
休
講
も
多
く
、
自
由
な
時
間
に
恵

ま
れ
た
。
高
校
時
代
の
友
人
も
関
東
に
多
く

出
て
き
て
お
り
、
世
田
谷
区
池
尻
に
あ
る
私

の
ア
パ
ー
ト
に
よ
く
集
ま
っ
て
い
た
。 

Ｍ
君
が
昭
和
46
年
６
月
１３
日
の
朝
早
く

来
た
。
寝
て
い
た
私
を
起
こ
し
「
今
日
は
競

馬
の
祭
り
じ
ゃ
、
馬
券
を
買
い
に
行
こ
う
」

と
誘
わ
れ
た
。
私
は
五
千
円
し
か
持
っ
て
い

な
い
。
当
時
か
ら
ダ
ー
ビ
ー
は
特
別
で
競
馬

を
し
な
い
人
も
ダ
ー
ビ
ー
だ
け
は
馬
券
を

買
う
人
が
多
か
っ
た
。
私
も
釣
ら
れ
て
千
円

を
握
り
し
め
売
り
場
に
行
く
と
、
人
だ
か
り

で
賑
わ
っ
て
い
た
。
私
は
初
め
て
の
競
馬
の

た
め
、
ど
の
よ
う
に
買
う
か
わ
か
ら
な
い
ま

ま
、
枠
連
で
５―

５
の
ゾ
ロ
目
を
買
っ
た
。 

 

ア
パ
ー
ト
に
戻
り
、
友
人
数
名
で
テ
レ
ビ

を
観
戦
し
た
。
今
は
フ
ル
ゲ
ー
ト
18
頭
だ

が
、
当
時
の
ダ
ー
ビ
ー
は
28
頭
の
多
頭
数
で

あ
っ
た
。
５
枠
14
番
の
ヒ
カ
ル
イ
マ
イ
が

20
頭
を
ご
ぼ
う
抜
き
し
て
１
着
に
な
り
、
２

着
に
は
ハ
ー
バ
ー
ロ
ー
ヤ
ル
が
入
り
、
買
っ

て
い
た
馬
券
の
５−

５
が
的
中
し
た
。 

私
の
当
時
の
仕
送
り
は
月
３
万
円
で
生

活
し
て
い
た
。
競
馬
で
得
た
金
額
は
仕
送
り

２
か
月
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
若
気
の
至

り
で
ブ
ラ
ン
ド
の
洋
服
を
買
っ
た
残
り
の

大
半
を
友
達
の
暴
飲
暴
食
で
散
財
し
、
悪
銭

は
身
に
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
大
金
の
振
る 

 

舞
い
が
功
を
奏
し
て
、
今
も
っ
て
友
情
を
半

世
紀
に
渡
り
温
め
合
っ
て
い
る
。 

   

我
が
ふ
る
さ
と
の
今 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
手
鉄
格
子 

こ
の
度
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
の

ご
推
薦
を
得
て
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
横
手
鉄
格
子
（
本
名 

久
典
）
で
す
。

神
原
鹿
山
先
生
に
句
会
に
お
誘
い
い
た
だ

き
、
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
未
熟
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

私
は
、
昭
和
35
年
に
阿
南
市
中
林
町
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
西
日
本
で
Ｎ
Ｏ
１
と
謂
わ

れ
た
北
の
脇
海
水
浴
場
が
幼
少
の
頃
か
ら

の
遊
び
場
で
あ
り
ま
し
た
。
波
打
ち
際
ま
で

続
く
白
い
砂
浜
は
、
夏
は
裸
足
だ
と
一
気
に

走
り
ぬ
か
な
け
れ
ば
火
傷
を
す
る
く
ら
い

に
距
離
が
あ
り
、
防
風
の
役
割
も
果
た
し
つ

つ
も
美
し
さ
と
雄
々
し
さ
を
も
つ
松
林
を

有
す
る
海
水
浴
場
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
沖
合
に
施
さ
れ
た
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
で
、
砂
を
運
び
持
ち
帰
る
波
が
来
な
く
な

り
「
白
砂
」
は
灰
色
、
砂
浜
の
距
離
も
短
く

な
る
始
末
、「
青
松
」
は
酸
性
雨
に
よ
っ
て

枯
れ
変
色
し
、
景
色
は
一
変
。
も
は
や
、
我

が
故
郷
は
記
憶
の
中
で
し
か
見
え
な
い
の

か
も
。
爺
の
ふ
る
さ
と
を
孫
に
見
せ
た
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

人
生
の
縮
図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
恵
子 

令
和
五
年
三
月
。
泉
大
津
市
オ
リ
ア
ム
エ

ッ
セ
イ
賞
の
表
彰
式
が
あ
っ
た
。
随
筆
を
書

き
始
め
て
十
一
年
。
私
に
と
っ
て
十
一
回
目

の
最
優
秀
賞
だ
っ
た
。 

選
考
委
員
の
四
人
の
作
家
の
選
評
を
聞 

ひとりごと・・・

ひとりごと 
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●
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

新
し
い
感
性
を
持
つ
若
人
か
ら
現
役
の
社
会
人
そ
し
て
長
く
人
生
を
歩
み
見
つ
め
て
き
た
熟
年

の
方
、
さ
ら
に
滅
多
に
経
験
で
き
な
い
経
歴
の
持
ち
主
等
々
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
々
が
集

う
文
芸
誌
が
理
想
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
周
り
に
そ
の
よ
う
な
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
勧

誘
く
だ
さ
い
。
多
彩
な
人
格
の
中
で
、
自
ら
も
磨
き
ま
し
ょ
う
。 

連
絡
先 

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
事
務
局 

Tel 
090―

2787―
7614 

鈴
木 

宛 

今
ま
さ
に
言
論
統
制
下
、 

そ
し
て
洗
脳
？ 

 
社
会
を
揺
る
が
す
と
ん
で
も
な
い
事
実
を
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
な
い
？ 

政
府
ど
こ

ろ
か
野
党
を
も
窮
地
に
追
い
込
む
事
件
を
ニ
ュ

ー
ス
に
し
な
い
？ 
首
を
傾
げ
る
ど
こ
ろ
か
、

恐
ろ
し
い
こ
と
が
今
起
き
て
い
る
。 

何
が
報
道
さ
れ
ず
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
知
ら

ん
顔
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
厚
労
省
が
発
表

し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
報
告

だ
。
厚
労
省
発
表
２
０
２
３
年
１
月
２０
日
、
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
死
亡
１
、
９
６
６
人
。

重
篤
な
副
反
応
２
９
、
２
４
９
人
。
こ 

の
報
告
に
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
状
況
や
、 

重
篤
な
副
反
応
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か 

れ
て
い
る
。 

こ
れ
は
歴
史
上
最
悪
の
薬
害
事
件
と 

言
え
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
訴
訟
が 

起
き
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
死
亡
さ 

れ
た
方
の
遺
族
が
準
備
し
て
い
る
。
約 

１
２
０
人
の
集
団
訴
訟
に
な
る
そ
う
だ
。
だ
が

そ
の
記
者
会
見
を
大
手
マ
ス
メ
デ
ィ
ア 

は
無
視
し
た
。
報
道
し
た
の
は
名
古
屋 

の
放
送
局
一
社
の
み
。 

報
道
し
な
い
の
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
事
実
は
全
て

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
て
い
る
。「
２
０
２
３
年
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

月
に
治
験
終
了
」
こ

れ
が
な
ん
の
こ
と
か

分
か
る
だ
ろ
う
か
？ 

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
今

ま
さ
に
治
験
中
で
、

言
い
換
え
れ
ば
人
体

実
験
中
な
の
だ
。 

「
ま
だ
治
験
が
終
わ
っ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
安

全
性
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
専
門
家

も
い
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
テ
レ
ビ
に
出
な
く

な
っ
た
。
そ
し
て
国
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
あ
げ
て

「
ワ
ク
チ
ン
打
て
、
打
て
！
」
の
大
合
唱
。
し
か

し
そ
れ
で
ど
う
な
っ
た
？
「
50
％
が
２
回
打
て

ば
集
団
免
疫
が
で
き
て
収
束
す
る
」
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
３
回
目
、

４
回
目
、
５
回
打
つ
人
も
い
て
、
接
種
し
た
の
に

感
染
し
た
人
も
い
る
。
も
う
何
が
何
や
ら…

で

あ
る
。 

ワ
ク
チ
ン
に
対
し
て
否
定
的
な
情
報
は
遮
断
し

て
、
肯
定
的
な
情
報
だ
け
を
洪
水
の
よ
う
に
垂 

 
 
 
 

れ
流
し
た
結
果
が
こ
れ
だ
。
そ
し
て
、 

先
に
あ
げ
た
副
反
応
は
急
性
期
の
も

の
だ
。
怖
い
の
は
、
長
期
的
な
副
反
応

だ
。 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
類
史
上
初
め
て
の
Ｒ
ｎ
ａ
ワ
ク

チ
ン
。
今
何
も
な
く
て
も
２
年
後
、
５

年
後
、
さ
ら
に
は
次
世
代
に
影
響
は

な
い
の
か
？ 
も
し
何
か
あ
っ
た
と

し
て
文
句
は
言
え
る
の
か
？ 

な
に

し
ろ
、
自
ら
進
ん
で
治
験
（
人
体
実

験
）
に
参
加
し
、
子
供
も
実
験
に
差
し

出
し
た
の
だ
か
ら
。
私
た
ち
は
知
ら

ぬ
間
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
洗
脳
さ

れ
た
。 

そ
う
思
う
の
だ
が…

…
 

   

ほ
ん
の
散
歩
道 

最
近
書
籍
を
出
版
な
さ
っ
た
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

「
阿
波
の
名
医
」 

～
歴
史
を
築
い
た
先
人
た
ち 

著
者
が
徳
島
大
学
医
学
部
同
窓
会
誌
「
青
藍
会
会
報
」
に
長
年
に
わ
た
り 

連
載
し
て
き
た
「
阿
波
の
名
医
」
シ
リ
ー
ズ
を
集
大
成
し
た
逸
品
で
す
。 

江
戸
時
代
末
期
か
ら
現
在
ま
で
、
徳
島
の
医
道
を 

支
え
た
人
々
の
経
緯
が
、
隈
な
く
網
羅
さ
れ
て
い
る 

貴
重
な
永
久
保
存
版
で
す
。 

●
Ｂ
５
判 

９
６
頁 

●
定
価 

一
万
円+

税 

●
著
者 

板
東 

浩 

●
発
行 

株
式
会
社
ス
テ
ラ
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス 

機
械
づ
く
り
に
余
念
が
な
か
っ
た
頃
、
手
に
持
つ
薄
い
金
属
板
の
厚
み
や
、
指
で
摘
ま
ん

だ
ネ
ジ
の
サ
イ
ズ
が
感
覚
で
分
か
っ
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
文
字
も
意
識
せ
ず
と
も
指

先
が
す
ら
す
ら
書
く
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
手
や
指
先
が
文
字
の
筆
順
を
記
憶
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
手
と
指
を
司
る
脳
の
部
位
が
文
字
の
記
憶
の
一
助
と
な
っ
て
い
た
。
今
は
文

字
を
キ
ー
ボ
ー
ド
で
打
つ
か
ら
、
打
ち
込
む
キ
ー
の
位
置
は
覚
え
て
も
、
文
字
そ
の
も
の

を
手
が
覚
え
な
い
。
文
字
は
そ
の
記
憶
中
枢
だ
け
に
任
さ
れ
、
そ
れ
を
補
助
す
る
手
段
を

失
う
こ
と
に
な
る
。
い
き
お
い
文
字
を
手
で
書
く
の
が
面
倒
に
な
り
、
身
体
と
文
字
と
の

触
れ
合
い
が
空
疎
に
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
傾
向
は
老
若
を
問
わ
な
い
だ
ろ
う
。 

今
や
文
字
は
書
く
の
で
な
く
、
打
っ
て
印
刷
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
手
元
に
機
器
が
な

け
れ
ば
文
字
を
記
録
し
辛
く
な
る
。
ペ
ン
と
紙
さ
え
あ
れ
ば
、
か
な
り
な
数
と
種
類
の
文

字
を
難
な
く
書
く
こ
と
が
で
き
た
古
い
時
代
を
懐
か
し
む
こ
と
に
な
り
は
せ
ぬ
か
と
老
爺

心
な
が
ら
心
配
す
る
の
だ
が…

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
粟
） 

 
 

 

リレーエッセイ  

       高木 純   

あ と が き 


